
留学だより No. 2 

こんにちは！！オーストラリア NSW 州に留学中の１６期安藤です。早いものでもう三月

の終わりが近づいていますね。三月が終わるということは、2025 年の四分の一が終わると

いうことですね。早い、怖い、恐ろしい。 

 

１．学校について 

私が通っている学校は Sydney の北西に位置する Hunters Hill High School です。略すと HHHS

になってなんか語呂いいですよね。Year 7-12 までの６学年が所属しています。日本でいう中１

から高 3 ですが、入学は日本より１年早いです。全校生徒合わせて 600 人くらいの規模です。

私は Year 10 に入りました。みんな１つ年下のはずなのに、外見はすごく大人っぽいです。 

★校舎 

 

 

 

 

★時間割 

基本的に１コマ 65 分、一日 5 コマ

なんですが、火曜は学校が遅く始ま

り、水曜は早く終わります。他にも

集会があったりすると時間割が変わ

ります。授業が分単位で決まってい

るのって新鮮ですよね。あとなぜか

移動時間が考慮されていなく、 

授業が終わった瞬間に次の授業が

始まる設計になっています。意味がわからない。学校内が広いので離れた教室だと本当に遅刻

ギリギリになります。ハラハラする～。 



★授業 

ここからは私が履修している授業の説明をしようと思います。文字ばっかりで眠くなるかもし

れないですが、結構おもしろいので読んでください♪ 

【必修科目】 

・MATH-class 2 

数学は一学年下なのを考慮してもかなり簡単だと思います。たまに「それは数学ではなく算数

なのでは…？」っていう内容をやったりもするので驚きます。私の学校では成績順にクラスが

分かれていて、class１と２は一律に advanced class で少しハイレベルな内容をやります。因数

分解やったと思ったら球の体積、二次関数のグラフみたいに、脈略なく単元がコロコロ変わる

のが不思議です。 

・ENGLISH-class 5 

このクラスはオーストラリアの国語みたいな授業です。今は protest poetry という、なにかに

反抗したり異議を示したりしている詩を読み解いています。課題は重いけど好きな授業です。

Class 1-6 で分かれている中での class 5 なので、やんちゃな生徒(小４くらいをイメージしてく

ださい。特に男子)が多いです。International students は基本 class 6 に入るはずなのですが、

私だけなぜか別クラスで、混沌とした時を過ごしています。 

・SCIENCE-class 4 

理科は小石川みたいに４つに分かれていないので、ジャンル混ぜこぜで受けます。はじめは生

物で細胞や遺伝子について学びました。単語が見たことないものだらけで大変ですが、動画を

活用してしっかり教えてくれるので面白いです。最近は物理に単元が変わりました。 

・GEOGRAPHY-class 4 

地理は地図！地形！地名！という感じではなく、食物連鎖や環境問題等、どちらかと言えば、

生物に近いような分野をやっています。私は地名の暗記が本当に苦手なので助かります。 

・HISTORY-class 4 

歴史は第二次世界大戦後をやっています。ベトナム戦争になぜオーストラリアが介入したか、

資本主義と共産主義の関係を考えながら学んでいます。オーストラリア目線の歴史は、同じ出

来事でも捉え方が変わるので面白いです。 

 



・PDH-class 4 

これは日本でいう保健体育のような授業で実技と座学が週に一回ずつあります。実技では毎回

種目が変わるスポーツ、座学では Mental Health についてやっています。 

・SPORTS- Op GNetball 

PDH とは別にスポーツの授業も週一回あって、私は Netball（バスケットボールに似ている）

を履修しています。選択は２学期ごとに代わります。スポーツは 1 回の授業で２時間もあるの

で、天気が悪くなければ毎回バスに乗って、Netball のコートがある大きな公園に行きます。他

の子はみんな今までにプレイしたことがあるけど、私は正真正銘の素人なので、先生にめちゃ

くちゃお世話になっています。でもこの前、一回シュートを決められたので嬉しかったです！ 

《選択科目》 

・Commerce-class 1 

このクラスでは経済学について学びます。日本でいうと公共に近いかも。とは言ってもそんな

に大それたことはしてなくて、労働者・雇用者の権利と義務、Work-Life Balance などについて

考えたり、たまにスピーチをしたりします。先生が親身になってくれるし面白いので、座学の

中では一番好きかもしれません。 

・Music-class 1 

二つ目は音楽を選択しました。座学の日は classic music の表現技法を学んで自分で作曲したり

します。また、座学以外にも Prac という授業が週一回あり、本当に自由に何やってもいい時間

です。バンドを組んでいる子が多いので、Prac の日はチャイムが鳴った瞬間にみんなグループ

にパーッと分かれて練習室にこもります。前まで私は、この時間にしか触れないギターを一人

で弾きまくっていたのですが、Open School で弾き語りをしたことをきっかけにバンドに入れ

てもらえることになって嬉しいです！課題は重いけれどやっぱり音楽が一番好きな授業です。 

 

 

Open Day の様子！→ 

出発前にギターやってて本当によかったって思いました。 

 

 



《日本と違うところ！》 

・授業の仕方 

一番の違いはオーストラリアではすべての授業を Laptop ひとつで完結させます。ノートを使う

授業もあるけど、Laptop を見て板書するくらいです。使うアプリは teams だったり Google 

Classroom だったり、Style だったり、先生によります。 

つまり、教科書がありません。ということは、ロッカーもありません。小石川でテスト週間ご

とにとんでもない重さのリュックを背負い、体中の骨という骨をきしませていたあの頃が恋し

くなります。快適な肩ライフ(？) を送っています。 

・ホームルームがない 

私が通っている学校にはホームルームがありません。というかホームルームをする教室がそも

そもありません。授業ごとに教室を移動する方式なので、授業によってクラスメイトも変わり

ます。アメリカの高校みたいですね。本当に最初のころは友達を作るのが難しくて、このシス

テムを考案したひとに直談判しに行きたいぐらいでしたが、慣れてくるといろいろな人と話す

機会が増えて嬉しいなって思えるようになりました。まだまだ日によって左右されますが。 

・テスト 

日本と違っていわゆるテスト週間みたいなものはないです。授業ごとに先生が assessment を決

めて、それがペーパーテストなら各授業の指定された時間に受けます。日本のテストより記述

に重点を置いていて、選択問題は１０問くらいしかありません。あとは全部、記述問題です。

内容はそんなに難しくないのですが、形式がなかなかハードです。他にもレポートやプレゼン

テーションなどで成績をつける教科もあります。 

《楽しい》 

最近ようやく学校に少し慣れて、前より余裕をもって

過ごせるようになってきました。友達もちょっとずつ

増えてきて、休日に遊びに行けるようにもなったので

嬉しいです。次回は行事について書きます。 

またね！ 


